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• かぐやハイビジョンカメラと取得された映像の
概要&

• 映像紹介&

• アーカイブ化&

•  ３'画像化&
– '":&

– 偏光プロジェクタ、!7;9&<=&!7;9&>&2+?@6&モニタ&
• まとめ&&



('ABの概要
"  かぐやC!"#"$"搭載('AB&*高精細映像取得システム%&

"  望遠 カメラ*A"#"%,&広角カメラ*DE'"%と，共通データ処理部から
構成（民生機器をベースに$()によって開発）&

"  月面からの地球の出（入り）のハイビジョン映像を取得し，広
報・教育に活用する目的で搭載された。&

"  当初、２回の撮影しか計画されていなかったが、最終的にFGH
種の動画、/IGセットの静止画を取得できた。&

Fig. 2 Earth-set at the south pole  J7KL&M&!A:&@N&('AB&



('ABの光学系&
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Item Telephoto Wide-angle
Focal length 35 mm 10 mm
View angle 15.5 (H) x 8.7 (V), 

17.8 (D)
50.1 (H) x 29.5 (V), 
56.3 (D)

F number F5.6 (fixed) F5.6 (fixed)
ND filter 1/8 1
Dimensions 81.5 (L) x 60 (D) 112.5 (L) x 60 (D)
Weight 260 g 330 g
Mounting 
Angle

18.5 deg. 22.5 deg.

Field of view 15.5 deg x 8.8 deg 51.5 deg x 29.5 deg
Main target Earth Moon

Shutter Speed：manual、auto

AO<69&.&!?9Z7[ZOY@8&('AB&@?YZQ

WIDE 
空間解像度@100km高度> 85m/pixel

TEL E 　 
空間解像度@100km高度> 45 m/pixel



('AB運用タイムライン&
Date Operation

2007/9/29 遠ざかる地球の撮像

2007/10/28 初期チェックアウト・観測開始 
(軌道高度100±20 Km)

2008/4/6 満地球撮像

2008/7/4 慣性航行中の撮像(ターミネーター）

2008/9/30 満地球の撮像

2008/12/11 慣性航行中の撮像

2009/1 低高度軌道での観測
（これ以降、軌道高度40-70Kmへ)

2009/2/9 部分月食時の地球の“ダイアモンドリ
ング”観測

2009/2/20- 高緯度域のグローバルマッピング

2009/6/11 運用終了 クラビウス周辺（.IIGCMCMG,&*/HFS",&\FS!%,&&
高度FI]V,&DE'"）

満地球（.IIRCGC/I,　\FS$付近，高度MMI]V,　
A"#"&）

JAXA/NHK

JAXA/NHK
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•  FGH&V@^79Q&O8;&/IG&QY66&7VOK9Q&OU9&OZ_47U9;L&

•  A@5O6&84V<9U&@N&NUOV9Q&7Q&MLI`:7667@8*`L/Aa&OQ&AEJJ&7VOK9Q%&
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Basemap: clementine LDIM
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ハイビジョン映像の活用C可視化

• 生映像でも十分教育などの利用価値はある
が、さらに付加価値を高めるには？&

• 参照しやすい映像用アーカイブと参照支援ソ
フトウェアの構築&
– 惑星科学でこれだけ大規模の映像データが取得
されたのは始めて&

– 今後のデータ方式検討のテストベッド&
– 動画と静止フレーム画像の効率よい検索&

• 衛星の移動による時間ずれを利用した/次元
情報の抽出&



('ABチーム内データ整備状況&

アーカイブ　&
– すべてのクレジットなしフレーム画像を抽出し、統一的にリ
ナンバリング&

•  ８c９割完成&
• 地上系の不具合により蓄積系から再取得したデータの修正が未完
了）&

– ブラウジングシステム作成（(A:#,&01B1&1dd#Ee1AE3$&>&
'a:!）&*島袋.IIG,&國廣.IMI&%&



'O5O&<U@bQ78K&Q=Q59V&f(A:#+&



データブラウジングシステム&
f0O^O&O??67ZOY@8&>&'a:!+（國廣.IMI%&



データブラウジングシステム&
f0O^O&O??67ZOY@8&>&'a:!+（島袋.IIG,國廣.IMI%&



/'化

• アプローチ&
– 画像中の異なるラインに着目してステレオマッチ
ング&

– 時間ずれ映像をそのまま用いて偏光プロジェクタ
などで３'表示&



('AB画像によるステレオマッチング

• 動画中の、.つの異なるライン上を同じ地形が
通過する時間差から距離を推定

#48OU&!4UNOZ9

進行方向（速度　　! .I,&.\I6789を使用した場合、&
gT/`L\S,&&hT.GLGS&
BTML`]VCQ9Z&
フレーム間隔：iｔTRC/IQ9Z&
→高さ解像度　i(TMLI\]V&

S/CS/C

仮定&
・視野中心付近で、軌道に
そった仮想平面を考慮&

JAXA/NHK



手法

• 可変サイズウィンドウマッチング&

• サブピクセルスプラインフィッティング （;@b8&
5@&ILM?7P96%&
– 高さ方向解像度はILM?7P96で百V相当&

– 数百V程度の確保見込み&

Line 20
Line 270

1920x1080 pixelsJAXA/NHK



処理例（シュレーター谷付近、DE'",RP-R分映像）

IQ9Z

HRIQ9Z
#789&.I&抽出画像 *MG.IPMRII?7P96% #789&.\I&抽出画像

　　　　gT/`L\S&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&hT.GLGS

横方向のスケーリング、輝度調整

time

500x100 
pixel 

13kmx 
200km 

ピクセル解像度　 
130x460m程度 



'":&可視化



かぐや('ABの３'映像&
+偏光投影システムc&

Projected through the polarized filter

Okano, Arai (NHK) et. al.,2009



かぐや('ABの３'映像&
+３'対応液晶モニタc

•  !7;9&<=&!7;9映像と３'対応液晶モニタを使用すれば
簡易に作成できる（全映像に対する一括処理可能）&

•  視聴者の環境に/'対応液晶モニタ（2+?@6）さえあれ
ば!7;9&<=&!7;9&映像はインターネットなどの配信やソ
フトウェアへの組み込みも可能&



!7;9&<=&!7;9&映像例

（1920 x 
1080 pixel)

X!pol式のモニタで 
横方向への伸張、 
左右画像の 
インターレース化 
偏光眼鏡で立体視

（960x1080pixelx 
 2画面に合成)

Left eye Right eye

＋

JAXA/NHKJAXA/NHK

JAXA/NHK JAXA/NHK

JAXA/NHK JAXA/NHK



かぐや('AB&!7;9&<=&!7;9&映像

•  2+?@6式液晶テレビ*(=48;O7&"/I.!&/.78ZW%の３
'モードで視認性を確認&
– 高度MII]V,&M倍速 の望遠カメラ映像に対し、.I&
NUOV9　の遅延で十分な立体感が生成できた。&
• 2.,&PH,&PR&&j　;96O=&MI,&F,&.&NUOV9&

• カメラの種類、軌道高度によって、適切な遅延時間を設
定できる。&

– 解像度の劣化は問題&
• サンプリング手法による軽減&

JAXA/NHK JAXA/NHK



!7;9&<=&!7;9に対応した&
アプリケーション構築案

同じパネルの複製で、3D画像の部分だけ時間遅れの映像を使用

左目用画像 右目用画像



まとめ

• かぐや('AB映像は大規模なものとなっている&
– 映像FGH&本、全静止画/IG枚（AEJJ%&

• 全てのフレーム画像のアーカイブを整備すると
ともに動画／静止画に対する効率よいブラウジ
ングシステムを作成&

• 時間ずれを利用した３'映像作成&
– ３'専用のソフトウェアなどを使用しなくても、時間ず
れを利用して容易に３'対応映像　（Q7;9&<=&Q7;9）や、
アプリケーションを作成できる&

– 惑星関連分野の大規模な３'コンテンツとして期待で
きる


